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第九脳

第十一例 各it射材料ト日食菌子数「子」トノ関係
（第九表乃至第十二表参照）
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（第九表乃至第十二表参照）
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－
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－
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－
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－
プ
A

或
一
定
範
回
ヲ
上
下
セ

y
。
原
減
液
－
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－
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激
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ソ
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－
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－
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蛇
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滞
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、
、
、
、
、
、
、
、

ナ
ソ
、
立
（
ノ
喰
前
志
士

0
・五
M
Y
石
山
灰
酸
食
胸
水
ヲ
以
－
ア
ノ
結
果
一
一
ダ
モ
達
ク
及
バ
ザ
リ
シ
ニ
衣
崎
被
ヲ
以
－
プ
セ
シ
モ
ノ
ニ
吊
－
一
優
秀
一
一
し
て
プ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

殊
ニ
一
二
十
分
実
鴻
液
－
一
－
プ
A

L

骨
常
最
大
ノ
成
績
ヲ
牧
メ
ク

y
o

（
問
）
各
注
射
最
－
一
於
ア
血
液
単
位
容
積
内
庭
義
喰
細
胞
教
「
総
喰
」
及
ピ
葉
ノ
府
滅
比
率
A

原
滅
液
ヲ
以
－
ア
ノ
所
見
ガ
最
大
ナ
リ
ジ
ユ
其
ノ

附
前
子
数
及
ピ
喰
的
宰
A

各
棺
ノ
路
液
中
最
小
－
一
シ
ア
、
ー
ッ
喰
的
子
数
A

用
量

7
四
耗
以
上
、
喰
仲
間
恋
工
用
量

0
・
六
托
以
上
ノ

Mm滅
液
－
一

－ア

A
0
・五
Fo－
－
判
決
限
食
附
水
ヲ
以
－
ア
ノ
所
見
こ
グ
こ
モ
及
バ
ザ
Y
程
小
数
ナ
リ
キ
。

五
、
考

（
こ
恰
前
作
用
品
モ
眠
崎
十
’

uyA
中
性
多
型
岐
白
血
球
－
一
シ
一
ア
、
時
国
「
ヱ
オ
ジ
ン
」
細
胞
之
－
一
次
、
寺
、
大
山
単
核
細
胞
及
ピ
移
行
型

A
円
以
モ
弱

ク
、
淋
巴
球
及
ピ
肥
昨
細
胞
－
－
－
ア
ヱ
附
健
ヲ
包
喰
セ
U

F

7

訟
メ
得
ザ
リ
キ
。

（
二
）
主
ト
シ
テ
崎
前
作
用
ヲ
’
管
ム
λ

中
快
多
型
核
白
血
球
ナ
ル
ガ
故
－
一
之
ヲ
以
－
ア
大
開
時
片
的
作
用
ノ
強
弱
ヲ
判
定
シ
得
ぺ
シ
。
然
レ
ド
モ
其

ノ
他
ノ
白
血
球
ノ
喰
出
作
用
A

全
ク
度
外
視
ス
ペ
キ
モ
ノ
こ
非
ズ
シ
ァ
、
喰
的
作
用
λ

成
U
F

ぺ
ク
現
こ
雨
時
ヲ
包
喰
セ

w
白
血
球
ノ
総
一
ア
－
一
枕

察

第
六
A
t

「可

l痕
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康
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（
第
或
競
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五
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第
大
谷

キ
ア
判
定
ス
ペ
キ
ナ
リ
、
印
チ

0
・
二
括
注
射
ノ
場
合
－
一
百
二
十
分
業
減
液
－
一
－
7
A
中
性
多
型
核
白
血
球
ノ
喰
菌
子
教

A
最
小
ナ
Y

モ
、
全
喰

細
胞
ノ
喰
繭
子
数
二
二
十
分
煮
浦
被
ノ
場
合
－
一
夫
ギ
原
崎
被
及
ピ

0
・五
M
Y
石
炭
酸
食
韓
水
ノ
場
合
ヲ
凌
駕
セ

y
o

（
三
）
原
繍
波
及
ピ
素
晴
川
被
A

何
レ
モ
注
射
量
ノ
増
加
－
一
誼
行
シ
－
プ
喰
菌
作
用
モ
亦
或
一
定
度
迄
増
強
シ
、
ソ
レ
以
上
注
射
量
ヲ
増
加
ス

Y
時

、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A
喰
菌
作
用

A
却
－
ア
減
弱
ス
。
余
等
ノ
用
ヒ
タ
Y
材
料
－
一
ア

A
喰
菌
作
用
ヲ
最
高
度
－
一
費
揮
セ

シ
メ
得
タ
w
y

注
射
量
二
原
鴻
液
ニ
ア

A
0
・

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

六
乃
至

7
0拓
ユ
シ
ア
三
十
分
乃
至
百
二
十
分
業
鴻
液
－
一
－
プ

A
0
・
六
乃
至
一
・
四
括
ナ

y
キ
。
然
シ
ア
原
鴻
液
ノ
示
シ
b
y
y

喰
菌
作
用
ノ
絶

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

封
最
大
債
A

業
縮
液
ノ
示
シ
タ

Y
喰
菌
作
用
ノ
絶
封
最
大
債
ヨ
リ
ノ
モ
明
白
ニ
甚
グ
小
ナ

y
キ。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
四
）
故
－
一
喰
菌
作
用
ヲ
最
強

－一
稜
揮
セ
シ
メ
符
Y
注
射
量
ノ
範
園
A

原
漉
液
二
食
滅
液
ヨ

y
モ
一
狭
小
ナ

y
。郎
チ
原
鴻
液
ヲ
以
－
プ

シ
ア
A

其

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
用
量
ヲ
如
何
様
－
一
一
増
大
ス
ト
そ
到
底
美
諸
液
ヲ
以
－
プ
ノ
成
績
ア
凌
駕
ス
w
y

コ
ト
能
A

ず
Y
モ
ノ
タ
U
F

コ
ト
ガ
立
謹
セ
ラ
レ
タ
リ
。

（
五
）
注
射
量
ノ
増
加
ト
血
液
車
位
容
積
内
庚
義
喰
細
胞
数
寸
飽
喰
」
ト
ノ
閥
係
ヲ
観
Y

－
一
雨
者
A

大
韓
或
一
定
限
度
並
行
セ
リ
。
殊
－
一
其
ノ
増

減
比
率
A

原
樹
液
及
ピ
業
鴻
液
何
V

モ
注
射
量
ノ
増
加
ト
殆
シ
ド
相
誼
行
シ
－
プ
増
大
セ
リ
。

（
六
）
血
液
軍
位
容
積
内
庭
義
喰
細
胞
数
「
総
喰
」
及
ピ
葉
ノ
増
減
比
率
A

凡
－
ア
ノ
注
射
量
－
一
於
－
プ
原
描
液
－
一
－
プ
二
灸
鴻
液
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
大

ナ
リ
ノ
キ
。
血
液
車
位
容
積
内
庚
義
喰
細
胞
敷
「
総
喰
」
殊
－
一
其
ノ
増
減
比
率
二
骨
カ
ヲ
指
示
ス

Y

毛
ノ
ナ
Y
ヲ
以
ア
、
同
一
量
－
一
－
ア
A

煮
漉
液
ノ

毒
カ
ぐ
原
鴻
液
ノ
毒
カ
ヨ
リ
モ
小
ナ
リ
ノ
。

（
七
）
注
射
量
ト
毒
カ
ト

A
相
蓮
行
ジ
注
射
量
ト
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
ト

A
或
一
定
限
度
迄

A
相
連
行
ス
。
故
－
一
注
射
量
ヲ
増
加
ジ
ア
或
限

度
ニ
至

y
抗
原
性
能
働
力
ガ
相
蓮
行
セ
ザ
Y

－一至
Y

ト
モ
毒
力
A

注
射
量
ト
相
連
行
ス

Y

コ
ト
モ
ア
リ
ノ
得
ペ
キ
ナ
η
ノ
。
換
言
ス
レ
バ
毒
力
ト
抗

原
性
能
働
力
ト
A

同
一
事
項
（
E
2
52
r）

F圏、
原

箸...... 

* 
瀬

一四
六

（第
寸
川
被

七
六
〉

－
一
非
ザ
U
F

モ
ノ
ナ
リ
。

（
八
）
原
瀦
液
注
射
ノ
場
合
ヲ
観

y
－一

0
・
六
乃
至

7
0括
注
射
量
ァ
限
度
ト
ジ

my
夫

ν
以
上
ノ
量
ニ
ア

A
抗
原
性
能
働
力

A
低
下
ジ
来
U
F
O

然
毛
毒
カ
ノ
標
徴
タ
M
F

血
液
車
位
容
積
内
贋
義
喰
細
胞
敷
「
線
喰
」
及
ピ

y
ノ
増
減
比
率
A

荷
ホ
退
行
位
相
ヲ
示
サ
ズ
シ
ア
盆
々
増
加
セ

y
o

蓑
幅
波
注
射
ニ
ア
ハ

0
・
六
乃
至
了
四
括
注
射
量
ニ
ア
向
ホ
其
ノ
抗
原
性
指
働
力
？
血
液
車
位
容
積
内
庚
義
喰
細
胞
敷
「
緯
喰
L
及
ピ
其
ノ
増



減
比
率
モ
退
行
ス
M
F

コ
ト
無
カ

y
bマ。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．

（
九
）
原
漏
液
A

毒
力
大
ナ
グ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
抗
原
性
能
働
力
ヲ
最
高
度
－
一
費
躯
シ
得
イ
キ
注
射
量
ノ
範
囲
狭
小
一
一
ジ
ア
、
且
ッ
同
一
量
＝
ヨ

y

、
、
‘
．
‘
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

抗
原
性
能
働
力
λ

柔
漉
液
晶
比
シ
甚
ダ
劣
弱
ナ
リ
キ
。

斯
ク
／
如
キ
現
象
A

毒
刀
ノ
大
小
－
一
ヨ
η
ノ
ア
ノ
ミ
説
明
シ
得
ず
Y

コ
ト
エ
ジ
ア
、
烏
潟
致
授
ノ
「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
」
畢
説
－
一
一
依
リ
ア
始
メ
ア
解
明

セ
ラ
Y

ペ
キ
現
象
ナ

y
o

然
シ
ア
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
性
膿
中
ニ
斯
ク
ノ
如
ク
三
十
分
加
熱
－
一
ヨ

f
ア
非
働
性
ト
ナ
ル
抗
原
性
能
働
力
阻
止
物
質
ノ
存
在
ス

Y

コ
ト
A

、

膿
中
ノ
細
繭
性
物
質
以
外
ノ
合
有
物
ナ
Y
細
胞
、
其
ノ
生
産
物
及
ピ
其
ノ
他
ノ
有
機
無
機
物
A

質
－
一
ヨ
リ
ア
惹
起
シ
得
－
プ
U
Y

ペ
キ
ニ
非
ズ

v
－プ、

賓
ニ
細
菌
ノ
生
産
シ
タ
グ
’
物
質
ノ
作
用
ユ
蹄
セ
ザ
Y

ペ
カ
－
フ
ズ
、
郎
チ
黄
色
葡
萄
状
球
菌
性
膿
中
－
二
膿
ノ
成
因
タ
Y
黄
色
葡
萄
朕
球
雨
－
一
ヨ

η
ノ
生
産
セ
ラ
レ
タ
グ
抗
原
性
能
働
力
阻
止
物
質
郎
チ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
合
有
ス
U
F

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ポ
立
読
セ
一
ア
レ
タ
リ
。
更
－
一
換
言
ス
レ
バ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
．
、
、
、
、

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
A

細
菌
ノ
人
工
培
養
中
ニ
ノ
ミ
生
産
セ
ラ

y
、
モ
ノ
一
一
ア
ラ
ズ
シ
ア
、
細
菌
戚
染
－
一
ヨ

y
一
ア
費
生
シ
タ
Y
膿
中
ニ
モ
亦
立
謹
セ

、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
．
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

日フ

y
、
モ
ノ
ナ
リ
。
之
－
一
ヨ
η
ノ
ア
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
重
要
ナ
Y

コ
ト
ノ
意
義
ガ
盆
々
蹟
大
セ
ラ
レ
夏
－
一
一
層
強
固
ト
ナ
9
タ
Y
ヲ
認
識
ス
ペ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、

キ
ナ

y
。
郎
チ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
認
識
A

細
菌
皐
上
、
見
疫
皐
上
－
一
必
要
ナ
Y

ノ
ミ
－
一
非
ズ
シ
ア
、
炎
症
ノ
何
物
タ
Y
カ
ヲ
研
究
セ
ン
ト
欲

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ス
Y
場
合
ニ
モ
決
し
V

－
プ
不
問
ト
潟
ス
ペ
カ
ラ
ザ
Y

モ
ノ
タ
Y

コ
ト
ヲ
知
Y
可
シ
。
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
顧
慮
セ
ザ
ル
炎
症
皐
説
A

決
シ
ア
完
キ

、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、

モ
ノ
ェ
ア
A

非
ず
Y
ナリ，，。

六
、
結

吾晶
画間

一
、
黄
色
葡
萄
状
球
蘭
ヲ
病
原
菌
ト
ス

Y
急
性
膿
胸
患
者
ノ
膿
ヨ

y
五
分
間
鴻
沸
－
一
ヨ
リ
ア
凝
固
ス
ペ
キ
蛋
白
樫
ヲ
除
去
シ
タ
Y
後
、
夏
－
一
或

A

三
十
分
間
或
A

百
二
十
分
間
踊
氏
百
度
－
一
沸
騰
シ
ッ
、
ァ
Y

重
湯
煎
中
ユ
ア
加
熱
シ
ア
得
タ
Y
三
種
ノ
可
検
材
料
ノ
用
量
ヲ
四
段
－
一
時
硬

化
セ
シ
メ
ア
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ノ
血
中
自
然
喰
商
作
用
ニ
劃
ス
ル
影
響
ヲ
検
U
J
M
Y
Y
二
、
凡
ア
ノ
注
射
量
－
一
於
－
プ
実
漉
液
存
在
ノ
下
－
一
－
7
A

最
大
喰
菌
作
用
ヲ
惹
起
セ

y
。
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第
六
容

,..... 
原

著

康

瀬

四
y、

（
第
式
競

七
八
）

一
一
、
同
一
保
件
ノ
下
－
一
抗
原
液
ノ
用
量
ヲ
増
加
シ
タ
Y

ュ
最
大
喰
菌
作
用
ヲ
此
首
都
セ
シ
メ
符
Y
注
射
量
ノ
範
園
て
風
錨
被
A

煮
鴻
液
ヨ
リ
毛

狭
小
ナ
リ
キ
。

三
、
血
液
軍
位
容
積
内
庭
義
喰
細
胞
敷
「
総
喰
」
及
ピ
其
ノ
増
減
率
－
A

凡
ア
ノ
注
射
量
－
一
一
於
ア
原
滅
液
－
一
－
プ
ハ
実
滅
液
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
大
ナ

y

キ。
四
、
抗
原
液
ノ
抗
原
性
能
働
力
ノ
拐
、
弱
A

喰
蘭
作
用
ヲ
指
標
ト
シ
ア
判
定
シ
得
ペ
ク
叉
同
時
二
共
ノ
毒
カ
ノ
強
弱
ヲ
胤
液
車
位
容
積
内
贋
義

喰
細
胞
敷
「
線
喰
」
及
ピ
葉
ノ
増
減
率
ノ
大
小
田
一
ヨ
リ
ア
知
リ
得
U
F
7
以
－
ア
、
同
一
量
－
一
於
ケ
Y
業
鴻
液
ノ
抗
原
性
能
働
力
A

毎
常
原
案
液
ヨ

η
ノ
モ
班
、
ク
宜
（
ノ
毒
力
A

却
，
プ
原
鴻
液
ヨ
リ
ノ
モ
弱
シ
。

玉
、
以
上
A

膿
胸
患
者
ノ
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
性
鵬
中
－
一
モ
亦
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ガ
合
有
セ
ラ
レ
居
Y

コ
ト
ヲ
明
白
ュ
立
詮
ジ
符
タ
Y
ナ

y
。

六
、
炎
症
ヲ
論
ゼ
ン
ト
欲
ス

Y
場
合
－
一
モ
亦
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
顧
慮
ス

Y

コ
ト
ヲ
要
ス
。
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
認
識
無
ケ
レ
バ
「
炎
症
』
ノ

概
念
－
一
於
ア
快
グ
Y
所
ア

y
。

Z
R
r者
。
町
内

rwω
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Blute vor sich gehende Phagozytose fielen wie in der Tabelle zusammengestellt aus : 

Testmaterialien Ergebnisse 

Art Menge Phagozytat Lencozytenγahl 

Karbolisierte 
NaCl-L白山ng 770,0 6476o 

Orig. Je 8o1,o 6696o 

F. K. 301 
0,2 ccm 

952,5 6228o 

F. K. 120’ 828,0 6278o 

一一一一一ーーKarbolisierte 
NaCl Losung 

881,5 55300 

Orig. ie 917,5 65860 

F.K・30'
o,6 ccm 

1021,0 60800 

F. K. 120' 986,5 59380 

Karbolisierte 
NaCl-Losung 875,0 66520 

0τig. Je 920,0 7708o 

F. K. 30’ 1,0 ccm 
1019,5 53540 

F. K. 120' rn15,5 53640 

Iζarbolisierte 
933,0 63900 NaCl-Losung 

Orig. ie 701,5 81540 

F. K. 301 1,4 ccm 
1190,0 62540 

F. I•ζ. 120’ 1017,0 63640 

Zusammenfassung. 

1) I口n Staph｝’lokukk心11-Eiterei1、seit沢3Taεじn a口 Pyothorax leidenclc 
ι1じutlichnaclrn・じi式en.

事費~（~ 【医柳J 唱長 楽

I王oef五zient

11,89 

11,96 

15,29 

13,19 

15,94 

13,93 

16,79 

16,76 

13,15 

11,94 

19,04 

18,94 

14,00 

8,6o 

19,03 

16,04 

11：豆i拭 （絞首証書員 .µ~） 



事告 4（~ 【峰柳】 過重 獲 111｝司0 （減幅霊長 <O) 

2) Die Koe伍zientender Phλgozytose bじtrugen r I，つ6, r3,93, r r,94 und 8,6 beim 5 Minuten Jang gekochten 
Eiterserum, und I 5,29, r6,79, 19,04 und 19,03 beim 35 Minuten Jang gekochten Eiter淀 川 m,je nachdem die Gebrauchsdosis 
oρ，o,6, r,o bzw. I,4 ccm war. 

3) Reim Nativantigen betrug der gr山stcl'hagozytosenkoffizient I 3,93 uncl wurde mit der Menge von o,6 ccm 
erzielt. Die Erhi≫hung der Antigendosis i.iber o,6 ccm hinaus verursachte eine allmahliche Herabsetzung der Phagozytose. 

4) Beim Koktoantigcn (F. K. 3o') wurde der Phagozytosenl王oe日zientvon 15,29 an bis 19,01 immer grosser, wenn 
die Gebrauchsdosis von 0,2 ccm an bis r A ccm gesteigert wurde. 

S) lfll Nativfiltrat des Eikrs ist also wie in Rcinkult川 eneine Substanz enthalte凡 diedie Phagozytose behindert 

und an sich koktolabil ist. Dies ncnnen ll'ir mit Torikata ,, Impedin”（ Autoreferat ). 


